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法)で， この接点を静かに引きはなすと， j安点の聞に，ほのお

のようなものが発生しているのを凡かけることがある。このと

き lìiJ者を火花 (spark ) といい， 後者ーをむ弧 (a rc) と いっている o

~ll弧はJ 1iX fl1m象の一種であって， 当日気，，)，で官級として炭素を

)fJい， TI虹骨lë電力により発生させた112弧は， 除i翠の一部にきわめ

て ~1" きの"れ、部分 (陰極点)があり ， 陰極iìij而iに薄明るい部分

(陰極降 卜)があり，ついでIYJ るい赤ÿ~色に光る部分(陽光極)が

ある。 また1{1由民から発生する熱は，除鼠点のとこ ろがも っ とも

大き く ，約 3，500 ' C に述するといわれている。 これは原子力を

除けば， 引犯人工的に得られるlt{，:':iffnt皮て'ある。また電極とし

て片側に水銀を)11 い ， 他方にl:i<:紫または鉄合mいて， 交流tE圧

をど加lえると ， 氾狐は水銀f江極が負にな っ た場合にのみ発生し，

'il!流が通ずるいわゆる整昔IE作mを行う現象が生ずる。

Hê弧の.flt象を不IJ nJ したものにはっき「のものがある。

1 ~12弧の光を利用したもの ア -!l 灯 ・ 水銀灯 ・ ネオンサ

イン ・ けし、光灯 ・ その他の1.& '112灯

2 tl1~Jlの熱を利用したもの 'íI2 ~弐炉 ・ 総僚機

3 ~l1弧のき在流作用を利用したもの 水銀盤流総 ・ サイ ラト

ロン

以上のように， TE弧はきわめて広 く 他力機日誌に応用されてい

るが -iliî ，白 い然作用を持 ち， かつ通~l!し得るという 性質は火

災の危険が多いとか， 電気!且i路のi邸i研(しぞだん)ができない等

の， ):l!力後総としては，も っ とも恐ろ しい災留を導び く 原因と

もな っ ている。

すなわち遮断~~で大屯流をilE断する際に ， )底断昔*の接点が電

狐によりつながれば， 1ft弧の熱のためj虚 tlfr泌が磁波されるばか

りでなく ， 火災を誘発する場合もある。ことにこれが故障電流

である似合には，故障箇所の除外ができなくなる。したがって

遮断総ではi底的i電流の大きさ，つまり i底的i谷公をいちばん問題

を 5 .(1とし ， !fiiJf'I'112流は 2A でらるが， いったん動作後は史11m

の電力ilW止を避けるため， コイノレの抵抗を接点の切換により別

加させる保持式とし，保持電流は 0.2 A 以 Fである。交流用は

ソ ν ノイドは直流m と同じ 5 .(1 のものを使用し，機附内に;æ庄

鵠および獲流総を lミ1 放させた!~ì5ïc型のもので， 111気信号機がて

こ扱rrr よりただちに 30Vで制御されているような場合には30V

で， またてこ紋所よりの制御電源が交流 100 V で ， Dt~沿の信号

俄の所て'信号灯 変I正片足および信号制御継'Ïl1{{誌を介して電気信号

践がH制御されているような場合には ， 100V で制御できるよう，

30 および 100V のいずれでも使用できるようにな っ ている。こ

の鎖fÆ~の7Ë怖その他は表に表わすようなものである。

定 十世 動竹 1t1流およ び使用1{I庇

交流 (a)111/:E lOOV および 30V '11l (a)lOOV端子で0.6A以下

旦 N2R3
(b) J，\J波数 50 および 60"" 制t (叫30V 端子で 2A 以下

空iiït l(定反 ((立立23 粧AUE11 j 

(n)11!剖E 2A (a)'11l)]: 10V 
(b)級輸鉱抗 511 (20 0 C に

用 おいて) (b)保持71!IiIE 0.2A 以下

f，'li迭は:与具に凡るように発条転撤総に支障しないようま く ら

木上の左右いずれのIi聞にも I夜

り付けることができ ， 内部椛

造は励磁されて鎖錠かんを吸

引するソレノイド，転轍かん

を鎖錠する切欠を有する鎖錠

かんと ， そのiTiiJf'i'を容易にす

るためのポールベアリソグ支

持音11 ， 解錠"寺に I~I iTi!Jl訓~}させ

るための 2mスプリング， j安

，I~-f刊1，内外部接続JlJ端子量生部

にするわけである。また建物の付近で紅弧が発生した場合には， および交流用では変圧総， 整

この熱によって火災となる峨合もある。したがって也単線等に 流総， ii江流用では保持総輸そ m悩転てつ鎖錠総(交流用)

おいては， 通常大電流をき7l.ì.しているが，巡転mfl2::JJ以外に， う入j司切換俄階部などからな 電磁転鰍鎖錠2器使用結線図

たとえばí[I)i総と電車の間に何らかのほ凶によ っ て電!i瓜が発生

した場合には， このï[ii!êにより従1)1火災を起すおそれがある。

したがって運転用電力の電流と包孤Hl流を区別l し ， 電弧)"1}:流を

発生した場合はき定を中止する必製がある。これにはいわゆる

LJ 1 (デノレタ ・ アイ)選択i底的?装也を ill!nJして， 711弧による災害

を防止している。(高柳述)

てんじてんてっさじようき 電磁転轍鎖錠器 電気的に転

鰍日持を鎖錠するもの。品主|散総|乏に使川 している発条転轍総は，

背 l向列車はlji輸により転徽告誌をj1\1 し広げて il主I-Uしてい く ので，

列車が脱線したりするような事故はないが， *".j" 1向子 IjI)iに対して

は，もし石などが尖(せん)端軌条にはさま っ ているような場合

は，列車が脱線するというような事飲を生ずるので， 対向列車

に対しては場内信号滋と述E坊させて対向鎖錠を施す必要が生じ

て く る。その方法 と して， 後械信号機の場合は SP 型述動機を

JHいるが， 電気信号機の場合には最近まで， m!lilJ転鰍鎖錠穏と

称する A 型Td気信号機機構の一部を利丹j した， いわゆる電動

機型のものが使用されていたが， これは設計に無理!もあ っ て，

iTUJ作 ・ 制整その他H霊能および保守上街々欠点があ っ た。 1[1磁転

鰍主rWÆ日誌はこれらの欠点を解消し， かつ設UliiTl'lの低減をはかり ，

ソレノイド型としたので構造も簡単になり，したがっ て動作も

縦災で， 昭和 29 年度末において医|鉄ではが~ 80 台が設備された。

この鎖錠昔話は閑散線区に設備されるため， 交流~lt源の不安定

なI区新t区間mの直流用と，安定な交流112溺i が谷』誌にW. られる所

に使HJする交流用の 2 極ft{がある。直流用はソレノイドの抵抗

っている。この鎖錠総の奥な !24

る所は転鰍総を蹴するとき木
に， ソレノイドを励隠して鎖山 田

錠かんを!1&引して転鰍かんを

鎖錠し ， i砕錠するときは1!1\ úì.iJ <10-一一一一

磁となし，スプリングの~lìl性 810

により鎖錠かんをもとの位置

にi刻iíf させて解錠するもので，

一般信号保安設備のように1!1\

jìJjJJ滋として鎖錠させる方式と

はその趣きを具にしている。

ifUJ作はきわめて碓'尖で鎖錠

かんの動程は 24 mm で ， 定絡

で 0.5 秒以内 ii伍昔iëHJ では定

1伊gk

@→ 8司

CIO 

B" 

怖の 0. 9 倍， 交流用では定協の 0.8 (告で約 0.8 秒て'iliM'i'する 。

つぎに図のような災際例でその使用方法を説明す ると l L 場

内により列車を進入させるとき ， 発条転轍器 51 号は鎖錠されて

いなければならない。いま信号てこ(卓上信号てこを使用する

のが1Hiである) 1 を L 側にすると ， 電磁転鰍鎖錠協のソレノ

イド 51L は似J隠され， !liIJ作接点 51 L により 1 L 信号機は進行現

示をする。このとき鎖錠かんは吸引されているので転鰍かんは

鎖錠され， 発条1)針放線は主主{立に鎖錠されるので，誤って転轍告告

を手動徴しても伝換することもできず， また石などがせん端軌

条にはさま っ ているようなときは，転轍かんの切欠と鎖錠かん
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